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2. ド ロップ@ゾンデによる苫小牧

附近の海霧の観測

木村忠志・識笠桂太郎

(北海道大学理学部地球物上H学教室)

Hll和 38よlミ6月受珂!

I.まえがき

霧のような局地的現象を，必更に!ぷじて確実に知測するためには，者 i二|した長 1~1 .J~からド

ロッフ0 ・ゾンデを投 Fして測るのが有力な才ー段てあるつ 今日'1(1 962 年 7 月)の jfj 霧;武!践の ~I詮

筒測を担当して，苫小牧・的川 Iíf-JJ庄の j句読をこのJiìtで !~;J~測した。以 F‘にその結果を報告する。

II. 使用したドロップ・ゾンデ

今回のドロッフ0 ・ゾンデは， 1962午 1)j， ，守の総介側証[lJのときに佼!日したものりを改良し

たもので，測定感部および送信[恨のJi;j:-C.動作ーなどはう基本的に S56ソンデと同散である。外

開と!大Jl¥，i)を写真 1に示すc

写真 1 ドロップ・ソンデの外附と内部， -F方はJ傘下降， 80秒で 20m

のナイロン・コードをくりI:!iす.

Photo. 1. Content of clrop-soncle， pallet reel Ilower) {r0111 which 
a corcl of length 20 m is c1rawn out in 80 sec 

5f51悶;i:.lll1Jは今同使用したドロップ・ゾンデの{!l'JFlil叉lで，っ;c気流入11iこ咲流ト)止をつけず，

通風下]内i百をノfラフインでjW7Kした)，f、LがjJijlliiのものと異なるつ第 1図イ[似1]はle年|ご状況のiI俗図

で，これは前1n:1の場介と大休I;;Jじく jl主任 2.5mの亦色紙出の終ド傘を伎町している。務!ご傘の

直径は降下速度が1IJ:砂 3.5mになるように li~!ZI7\' Lたものであるが， ~';jJJt 1000 m 以 lごで使用し

1) 木村山、志・孫n号長治; ドロソプ・ソンデによる下!i"i大気の測定二i本気象学会春期大会(昭和 32{:f'度)P:: 

て 発表近く印刷の予定
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用品E 落下傘{直佳 2.5m.'

測定広告p

粍号送信t~

「ー

-Im--lL
ど/捲下~

モーナイロン・コード{査後 2mm.l

1害事事量生害F

↑ 
空;主流入

ラジ才ソ"ンデ、r 9 "， ~""Ipcm 
第 1図 ドロップ・ゾンデの見取図

Fig. 1. Schematic c1iagram of c1rop-sonde. 

ナこ今回の場合は， l'正秒 2m強の平均速度で降下した。ドロップ・ゾンデの全装備Th呈は約1.:1kg 

である。

落下傘とゾンデの ~'Ii 献を 20m もの長さにしたのは，ゾンデの横ゆれの角度を小さくして，

発振電波 (408MC)の耐波而が i川町而から大きく外れる乙とを防止するためである。叉イ言状態

は安定しており，この日的は果された。送信アンテナは刊行j きにとりつけたが，取イ~';~íの同定

が不充分なため，投下後アンテナがJJ)~i詳したと考えられる事故が 1例あった。また務下傘は間

違いなく rmいた。

111. 投 下 と 受 信

今回使用した航空機は， ピーチクラフト・ボナンザ機で，前回と貝ーなり，機体側而lと1m口

部があるため，:!n'~2 にみられるようにJ):j I 1 ;~íの扉を取除いて木製の枠をはめこみ，これに投

下筒をとりつけた。投下街の前ブj'/とあるImlI ;'¥iiとダクトは，外気を機内lζ とり入れるためのも

ので，仲の機内側には， ゾンデの投下法問のほかに，気jhi¥.と出!立の測定主主民の感;引を収宿した

断熱伝|が旧目されているが，乙の部分については本報イ1fではふれない。

ドロップ・ゾンデは，たたんだ落下傘と共lζ，投下f，，jの仁IJiζ留糸で間定しておき，投下II~Ý

lζ間糸をはずすと，飛行中に生じている負圧により機外lζ放出されるはずであった。しかし落

下傘がかさばるため， f'l{糸をはずした後，手で押しtHす必要が，実l擦には1:1".じた。

機内の温皮は機外lζ くらべてかなり市いので，投Tjjiji乙ゾンデを機内のPR気lζ対して断熱



ドロップ・ゾンデによる -t!~.;小牧附近の海窃の観測! 13 

しておかねばならない。このととからは，上記の投下は好ましくないのであるが，航空機

の椛造上，エンジンのJ)l5<~i鳴が投下 11 の附 jEを流れるため，投ド iiりのゾンデは機内況とはお!l

関係lこ昇抗してしまった。このため可月以，日IJIこ投 fli'r去の抗の変化の様子を検定す

ることにした。これは後述する。

は千歳飛行坊の旧 :ì~:\; ;lilJ J{:~ から行なったので， iI'J 制距離は長く，条nはよかったのであ

るが，着地寸fJijの測定i!1[¥は きなかった。 は!JIj[日!と !iiJ{誌である。 ドロップ・ゾン

写真 2. 観測阪にとりつけた投下装置の木F，'， ft)[斜している木製の筒

の仁1"にゾンデを，'rl'Fげる.

Photo. 2. Droppin日 equlpment討机アhichwas set to the out sicle 

of airplane. Drop，soncle was suspcndecl in wooclen cylilト

cler bcfore dropping 

デは投下が]の問I1;"[1)介からアンテナを外部{こ突き :1'，して に刊行させておき， 向日 Iq~

同から縦続して行なったっ 三日アンテナは4;~ミ子の八本式で，干引で品大広j支のブj 向{こ IÎ'J けて

いたが， Ji'iIIiJ作れ1がブロードなので， ゾンデの務協は ノfイロットと投下者の r=ri引により

定したっなお，受信したデータ{はすべてテーフ0 ・レコーダ pーに'[己 2;J~ し， 11年間の測定もこれで

行なった。

IV. 検定

前市)で述べたように，投下町役の舶は，エンジンのj;[気熱の特を受けているつその

範聞を飛itj.式ゾンデ (S56 との同時間測によりとした。比較(f¥lJiJli]はプバlQ測後， f珠飛行場

j~.?;~で行なった。第 2 閃にこの山県を示すっ縦 i[il!1 が高度， i'r'i'ii[il[1がijJ[!¥.J又及びi!j，)皮である。下向き

の矢印はドロッフ0 ・ゾンデの併 (T(/及び H，，) を示し， 上 IIiJきの欠IC[Jは品式ゾンデの値 (H，，)

である。品式ゾンデのiffiU)!'は， jl%財 lì'(後に ;0~J文 ;r[ が故 I)I\~ して，1TIb が 7りられなかった。

飛jお・落下町ゾンデとも [iiJーの汗U11支部(をJTjいているため，品ゾンデの測定を 4000m 程

度で r[1止し，ひきつづいてドロップ・ゾンデを投下して両者のイ:iりが市ならないようにした。

ζ のため，飛JLJ ゾンデにはタイム・スイッチを装泣し，放J~1(後 16 分で屯治í~ がはJr たれるようにし

7こ。
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J見!止については， T"，と相当する測定がないので，飛行機(ボナンザ機一本観測に同じ)に

計訴として搭故されている，パイメタノレ王.l: lIiiU~昔|の投 fi時の指皮， l'pと1'，， 1111線を比較する乙

とにした。 ζ のパイメタノレ似!文 ûlは，かなり II~j 定数の大きな形式であるが，取イ打'~lWi~ が機体上

部の，排気熱の影桝をめんど，~けない部位になっていて，ゾンデの投 F' îJíj iC.は充分長いIHj'rm，

同じ!，'~!史を飛行しているので， 7'1'の他はjl二しいと考えられる。次lこ， 700 mbから 750mbま

での気制が一線であると似立する。そうするとドロップ・ゾンデの目Uit~rlーの折皮は 45 秒で真値

lζ一致し， I1寺定数は 20H、になる。この佑は前回のJZf?と大きく見なってはいない。Jr.!f'定数とし

ては，投ド直後のi}UJ定仰の日値との去が， 63%せばめられるまで[ζ要したIf力問をJ%った。湿度

についても同線である。

飛悩式ソーンデの示した沿!皮は，高度 2500m J2J、上でほぼ今定であるから，この拍1MのH"1111 
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第 2図 19出 11'9月27EI 比較測定の結栄

笑方面地点丘珠飛行場上空 地上気温 19.0
0

C

「上昇ゾンデ・ 1520-15:o6
実施時刻{ 地上気配 1020.6mb 1百年下ゾンデ:1616-16;)7 

風向・風速 VV， 1 m/sec 雲形・:王:虫 St， Cu， 8 

Fig. 2. 27 Sept， 1962. Resu!ts of comparison measurement 

Place: over Okaclama Air Port Surface air temperature: 19.0oC 

(…t: 1520-15:o6 
Surface nressure: 1020.6 mb clescent: 16l(i-16:37 -... .---， 

Wind: West， 1 m/sec C!ouc!: St， Cu， 8 
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線については，湿度計の応答速度の影響を無視してよい。これとドロップ・ゾンデの湿度の値，

即ち Hd曲線を比較すると，両者が一致するのに 160秒を要し，飛揚式の湿度測定値が正しい

とすると， ドロップ・ゾンデの湿度計の遅れは 100秒になる。 この値は -10
0
Cでの室内実験

値に一致する。 OOCの場合の 15秒にくらべてもかなり大きな値である。しかし，充分通風が行

なわれた後，特lと de聞の示す，雲に入ってから 100%に近ずいてゆく状況からは， 30秒程度

の遅れが求められるので，あるいは投下直後の湿度計の動作には温度ばかりでなく，湿度自体

の影響2)が効いているのかもしれない。 ac間と de閣の条件の相異は，通風が充分に行なわれ

ていることであるo 投下直後の遅れの増大の理由は，通風にのみ帰せられないが，投下前の通

風は今後の実施に当って，充分注意する必要があろう。

との比較観測の結果は， ゾンデの落下速度を 3.5m/s巴C としたときに， 温度については投

下後約 100m，湿度に関しては約 400mまでの値が不正確ということを示した。以下，乙の基

準に従って測定結果を論ずることにするc

v. 測 定 結 果

実際の観測は 4回，霧に近い下層雲上に投下実施された。内 l回はゾンデのアンテナの事

故で失敗したが，他の 3回は成功した。投下地点は第 3図の矢印の起点で示し，着地点は矢印

市

』

』

。庶.
千

太平洋

O IOKm. 

第 3図 実施地点付近の 地 図

Fig. 3. Map of observation area. 

2) J. Kobayashi; Investigation on Hygrometry. 

Meteorology and Geophysic VoI. XI Nos. 2-4 (1960) 290. 
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Fig. 5. 5 July， 1962. 
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Surface pressure: 1006 mb 
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Wind: S， 3.3 m/sec 
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の尖端である，着地点は 7月5日の場合のみが航空機からの目視による推定で，他は回収によ

り確認されたものである。また地上のデーターはすべて鵡川での測定値を用しり着地点の高度

は地図によった。

第 4図は，繋留気球lζよる測定値3) と比較するために，鵡川町に投下したもので，とのと

きははっきりした雲はなかった。

第5図は 7月5日，苫小牧東方の海岸の霧層上に投下した例で，時刻及び気象状況などは

併記のとおりである。この場合，霧層内の気象要素の垂直分布は完全にとらえられた。乙の霧

層の垂直構造は，昨年の苫小牧海岸における結果的とよく一致している。乙の場合の雲頂と雲

底は航空機の高度計で測定したものである。

第 6図は苫小牧東南方海上の層雲lζ投下したもので，乙の場合は投下高度が不足しており，

層雲の上半分が乾燥しているかのように測定されている。温度の方は雲盾を測定していて，逆

転層内にそれが位置していることを示している。乙の場合も，雲頂と雲底は航空機の高度計で

測定したものである。

VI. むすび

今回は観測期間 (1962 年 6 月 30 日 ~7 月 12 日)中に霧のかかることが少なく，充分な測定

900 
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第 6図 1962年 7月 6日.

投下地点沼ノi崎 地上気温 14AC 投下時刻 1823-1829

地上気圧 1010.6 mb 風向・風速 SSW， 4.2 m/sec 雲形・雲量 St， 10 

Fig. 6. 6 luly， 1962. 
PlaαNumanoh岨ta Surface air temperature: 14.40C 

Time: 1823-1829 Surfaαpressure: 1010.6 mb 

Wind: SSW， 4.2 m/sec Cloud: St， 10 

3) 遠藤辰雄・榎 国夫・田沢誠一;繋留気球による海霧の観測，本誌別稿.

4) 木村忠志・石崎健二;苫小牧海岸における霧層の気温・湿度の霊直分布について，天気， 10，No. 1 (1963)， 5. 
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値が得られなかった。観測終了後に霧日数の多かったととから，この稜の観測には 1箇月程度

の期間が必要と思われる。

ドロップ・ゾンデについては，通風の問題が残されているが，前回にひきつづき実施した

この観測で，実用的には観測方法が確立したものと考える。即ち，冬期には測定目標の 1000m

上空，夏期lこは 400m上空から投下を行なえば，完全な通風が非常に困難な単発の航空機を使

用する場合でも，目標を完全に測定し得る ζ とが判明した。航空機に現在位置測定機能をもっ

た，気象条件にあまり左右されずに飛行できる機種を選択するととのほうが，むしろ先決問題

かもしれない。また，湿度計の遅れが，冬期にくらべて短かくなっていることも，気温の高い

夏期にあっては当然のととながら，実験室の結果1) と定性的に一致している。
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2. Drop-Sonde Observations for the Sea Fog near Tomakomai 

By Tadashi KlMURA and Keitaro ORIKASA 

(Department of Geophysics， Faculty of Science， Hokkaido University) 

1t is considered that the drop-sonde is a very useful method for the observation of the 

local meteorological phenomena， for example， cloud fog etc. However， this method has 

som巴 weakpoints; the most serious of these is that the initial temperature of drop.sonde 

lS a妊ectedby the exhausted gas from the airplane engine， especially in the case of a single-

engined plane. 

Four drop.sonde observations were carried out by the use of “Beechcraft Bonanza" 

airplane Qver the area near Tomakomai and Mukawa from 7 to 16 July， 1962. 

In these observations the results obtained are as follows : 

(1) The vertical distributions of the meteorological elements obtained by the drop-sondes 

were nearly the same as those by the captive balloon observation， which was made at 
the Tomakomai sea shore in July， 1961. 

(2) The time lag of the humidity sensing element was smaller than that in winter season. 

(3) To avoid the e妊ectof the exhausted gas and time lag the dropping has to be made 

from height 400 m above the top of object height. This value was 1000 m in winter 

season. 


